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青年の抱くスクールカーストの認知度、印象および偏見の検討 
―過去のグループ間地位、現在の社会的支配志向性との関連―1) 

 
水野 君平（北海道大学大学院 教育学院

 
友だちグループの間の地位格差を表す「スクールカースト」という言葉はネットや書籍だけでなく、テレビドラマなどの広範囲

のメディアで取り上げられている。しかし、スクールカーストに関する研究知見が少ないのが現状である。本研究では、青年の

間でスクールカーストという言葉がどれだけ認知されているのか、スクールカーストに対してどのような印象を抱くのか、スクー

ルカーストの中での高地位・低地位グループに対しての偏見は存在するのかを検討した。分析の結果、スクールカーストという

言葉自体は青年の 8 割以上が認知しており、全体的な傾向としてスクールカーストに対してネガティブ寄りの印象、高地位・低
地位グループにはポジティブ寄りの印象を抱いていた。さらに、社会的支配志向性のうちの平等主義志向性が高い者ほどスク

ールカーストをネガティブに捉えていた。同時に、社会的支配志向性のうちの集団支配志向性が高い者や中学校の頃に高地

位グループだった者ほど低地位グループに対して相対的にネガティブに捉えていた。以上の結果から、青年の間でのスクー

ルカーストや高地位・低地位グループに対する捉えられ方が示唆された。 
 
キーワード： スクールカースト、仲間関係、仲間内の地位、回顧的調査法、社会的支配志向性 
 

問題と目的

スクールカーストとは

学校における友人関係では、「友だちグループ」(以
下、「グループ」とする)と呼ばれるようなインフォーマル
な少数団が形成されることが知られている。特に、思春

期では同性で、凝集性の高いグループが形成される

(e.g., 石田・小島, 2009)。そして、グループ間の関係
において、しばしば階層関係が形成されることが指摘

されている(水野・太田, 2017; 鈴木, 2012)。例えば、
貴島・中村・笹山(2017)の調査では、約8割の青年が、
中高生の頃にグループ間に優劣関係があったことが

明らかとなっている。このような階層的なグループ間の

関係はスクールカーストと呼ばれているが、スクールカ

ーストに関する心理学的な知見は未だに少なく、その

内実が十分明らかではないことが指摘されている(高
坂, 2017)。なお、本研究でもグループ間の地位格差を
「スクールカースト」と定義して議論を進めていく。 
スクールカーストと偏見

現在のスクールカーストに関する研究では、高地位

グループの生徒ほど、学校適応が高いことが明らかに

されている(鈴木, 2012)。またそれだけではなく、大学
生に対する回顧的インタビューからは、高地位グルー

プの生徒ほど、低地位グループの生徒に対して卑下

的な態度をとることが明らかにされており(鈴木, 2012)、
中学生に対する調査からは、グループ間の地位と学校

適応感の関連には社会的支配志向性(SDO; Sidani-
us, & Pratto, 1999)のうちの集団支配志向性(i.e., 
SDO-D)を媒介することが明らかとなっている(水野・太
田, 2017)。集団支配志向性はSDOの中でも集団間の
支配・階層関係を直接的に是認する価値観であり(Ho 

et al., 2012)、SDOは偏見を予測するものである(e.g., 
Bratt, Sidanius, & Sheehy-Skeffington, 2016)。し
かし、水野・太田(2017)では、SDOが低地位グループ
などの他グループに対する偏見を予測するかまでは

具体的に検討されていない。そこで本研究では、SDO
やグループ間の地位が低地位グループに対する偏見

に結びつくかを検討することとした。なお、本研究では

倫理的制約により青年を対象に回顧的方法を用い低

地位グループに対する偏見に結びつくかを検討する。 
スクールカーストの広がりと認知度

偏見を予測すると思われるグループ間の地位格差

は大学生の大多数が中高時代にあったことを認めて

いる(貴島他, 2017)。しかし、スクールカーストという言
葉自体を自身が生徒の頃もしくは、現時点で認知して

いるのかまでは明らかではない。スクールカーストとい

う言葉は、森口(2007)の新書や森(2007)の週刊誌
AERA の記事によって紹介され、その後は中央公論

新社新書大賞に入賞した鈴木(2012)や2013年放映さ
れたテレビドラマ「35 歳の高校生」、堀(2015)で取り上
げられて大きく世間に広まったと思われる。そこで、本

研究ではまずは青年の間でスクールカーストがどの程

度認知されているのかを検討する。 
スクールカーストに抱かれるイメージ

またスクールカーストという言葉自体が、生徒にとっ

てどのようなイメージを持たれているのかについても実

証的な知見がない。しかし、多くの先行研究(e.g., 森
口, 2007; 鈴木, 2012)では、スクールカーストはネガ
ティブな現象であることが暗黙の前提として議論が展

開されてしまっている。また、鈴木(2012)の大学生へ
のインタビューでは低地位グループの生徒だった大学

て検討した研究であるが、他の身体変工であるピアッシグや

いれずみについてもその経験割合などを扱っている。そし

て、10代後半から 60代の男女約 21,000人において、タト
ゥーの経験割合は 2.73%、彫り物の経験割合は 1.96である

ことなどが報告されている。 
5) 奥付は「田中祐吉」と記されている。 

 

 
 
Actual condition of tattoo experience and characteristics of experienced per-

son 
 
Tomohiro SUZUKI (Tokyo Future University) 
Tomoo Okubo (Kagawa University) 
 
This research aimed to clarify the actual condition of tattoo experience in Japan and the characteristics of experi-

enced persons in comparison to non-experienced persons. In this research, below aspects were dealt and investigated: 
How many people experiencing in tattooing, the extent to which people are interested in tattooing, how much tat-
tooing is accepted, how many acquaintances are experiencing in tattooing, and how much people know the feature 
of the results of tattooing. A survey was conducted on about 6,500 subjects to clarify the actual condition of tattoo 
experience. In addition, the tattoo experienced persons extracted that sample and other 90 tattoo experienced per-
sons were compared to non-experienced persons for clarifying the characteristics of tattoo experienced persons. As a 
result, there are few experienced tattoos, and tattoo experienced persons know the influence of the tattoo on the body. 
Furthermore, it is considered that because they think that there are many tattoo experienced persons in the sur-
roundings, tattoo experienced persons thought that tattooing was accepted by society, and they did tattooing without 
being conscious of interpersonal and social restriction. 

 
Keywords: tattooing, adornment, actual condition, attitudes, knowledge. 
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生はスクールカーストに対してネガティブに振り返って

いる一方で、高地位グループだった大学生はポジティ

ブに捉えると同時にネガティブにも捉えて学校生活を

振り返っている。しかし、インタビューのダイアログには

スクールカーストという言葉が確認できず、低地位・高

地位グループの生徒がスクールカーストをどう捉えて

いるかも十分には明らかではない。そこで本研究では

スクールカーストはポジティブもしくはネガティブに捉

えられているのか、またグループの地位や SDO によ

ってそのイメージが変化するのかも検討する。 
本研究の目的

本研究の目的を整理すると以下の 3 つである。第 1
にスクールカーストという言葉がどれだけ青年の間で

認知されているのかを検討する。第 2 に、青年がスク
ールカーストをどのように捉えているのか、グループの

地位やSDOによってどのように変化するのかを明らか
にする。第3に、青年におけるスクールカーストの中の
低地位グループに対する偏見をグループの地位や

SDOの視点から検討する。

方法

調査協力者と手続き

北海道の専門学生・大学生 347名(女性 = 151名, 
Mage = 19.855, SD = 2.857, Range = 18―61)であっ
た。専門学校・大学の授業時間を活用して質問紙を配

布した後に講義時間内に回収した。回答に要した時間

は 5―15 分であった。なお、本研究は調査協力者が
中学生であったころとスクールカーストがメディアに登

場した時期を合わせるために、26 歳以上の調査協力
者の回答を除外した。 
質問項目と質問紙の構成

質問紙の構成 質問紙は表紙を含め A4 用紙に片
面印刷したものの 4 枚つづりであり、無闇にページを
捲らないように教示した。 
デモグラフィック項目 年齢と性別の回答を求めた。 
感情温度 偏見の指標として先行研究(藤崎, 2013；
貴島他, 2017; 鈴木, 2012)をもとに高地位グループの
生徒の特徴 4 項目(「面白いことが言える人」、「リーダ
ーシップがある人」、「ファッションに気をつかっている

人」、「自己主張が強い人」)と低地位グループの特徴 4
項目(「人と話すときに少しおどおどする人」、「地味な
人」、「読書が好きな人」、「学校の行事に対して興味が

無さそうな人」)の記述を作成し、それらの人物像に対し、
0℃(冷たい、好ましくない)―100℃(温かい、好ましい)
で感情温度を測定した。温度計を模したイラストに温度

が指し示す大まかな位置を書き入れ、横にその温度を

記入してもらった。 

杉浦・坂田・清水(2014)の改訂版・社会的支配
志向性尺度 22項目(強く反対する―強く賛成するの 7
件法)を測定した。下位尺度 2)は集団支配志向性(ω = 
870, M = 4.273, SD = 0.916)と平等主義志向性(ω 
= .855, M = 5.182, SD = 0.925)であった。 
グループ間地位格差の有無 中学生のころを想起し

てもらい、グループ間に上下関係があったかを尋ねた。

回答方法は貴島他(2017)に倣い、「あった」、「あった
かもしれない」、「なかった」で回答を求めた。分析する

際に「あった」と「あったかもしれない」の回答を合計し

た。 
グループ間地位格差に対する否定的態度 「中学生

のころの、クラス内でのグループ間の上下関係につい

て質問します」と教示し、2 項目(「グループ間の上下関
係があるのは良くないことだと思う」、「グループ間の上

下関係が存在しなければ楽だと思う」)の回答を 5 件法
(そう思わない―そう思う)で尋ねた(r = .410)。 
グループ間とグループ内の地位 自分が1番関わり

のあったグループについて水野・太田(2017)を参考に
5 件法(そう思わない―そう思う)で尋ねた。まず、グル
ープ間の地位を 2 項目(「私の所属していたグループ
はクラスの中心的な存在だった」、「私の所属していた

グループはクラスで人気だった」)で尋ねた(r = .888, 
M = 2.635, SD = 1.300)。また、グループ内の地位も
2 項目(「私は自分のグループの中では中心的な存在
だった」、「私は自分のグループの中では人気だっ

た」)で尋ねた(r = .820, M = 2.810, SD = 1.148)。な
お、グループがなかった場合は「グループに所属して

いなかった」と回答できるようにした。グループに所属

していなかった者、グループ間地位格差の質問に「な

い」と回答した者の回答は欠損値として処理した。 
スクールカーストの認知とスクールカーストへの嫌

悪感 中学生の頃と現在において、スクールカーストを

知っているかどうかを「はい」「いいえ」で回答を求めた。

次に、スクールカーストの定義を「グループ間の上下

関係」と教示した上で、栗田(2015)の形容詞対 7 項目
(良い―悪い、つめたい―あたたかい、感じの悪い―
感じの良い、明るい―暗い、好ましくない―好ましい、

嫌い―好き、親しみやすい―親しみにくい)を用い SD
法によってスクールカーストへの嫌悪を 7 件法で回答
を求めた(ω = .879)。これらの質問項目は質問紙の最
終頁に配置した。 

 
結果

尺度構成と記述統計

感情温度 感情温度は2因子構造を想定して項目を
作成したこと、固有値は 2.361、1.568、1.035 と推移し
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たことから、2 因子構造を仮定して探索的因子分析(最
尤法、プロマックス回転)をおこなった。因子負荷量
が.3以下、ダブルローディングした 2項目 3) を削除し、
再び因子分析をおこない、想定されたとおりの纏まりを

示し、2 因子解が得られたと解釈した(Table 1)。それ
ぞれの因子について平均値を求め、変数化した。 

Table 1 感情温度の因子分析結果 
  F1 F2 

F1: 低地位グループの特徴(ω=.715) 
  

 
人と話すときに少しおどおどする人 .776 -.115 

 
地味な人 .716 .021 

 
読書が好きな人 .450 .266 

F2: 高地位グループの特徴(ω=.627) 
  

 
面白いことが言える人 -.151 .729 

 
リーダーシップがある人 .106 .612 

 
ファッションに気をつかっている人 .068 .417 

 因子間相関 .347  
 
記述統計量と中点との差 2 種類の感情温度、グル

ープ間地位格差に対する否定的態度、スクールカー

ストへの嫌悪感の平均、標準偏差ならびに理論的中点

との差の検定結果を Table 2 に示した。その結果、す
べての変数は理論的中点よりも有意に高かった。なお、

グループ間地位格差に対する否定的態度とスクール

カーストへの嫌悪感は高い正の相関を示した(r = .513, 
p < .001）。つまり、全体的な傾向として、低地位・高地
位グループの特徴に対してポジティブに、グループ間

地位格差とスクールカーストに対してはネガティブに

捉えていることがわかった。 
グループ間地位格差・スクールカーストの認知

率

それぞれの認知率 中学生のころにグループ間に

上下関係が「ある」、「あったかもしれない」と回答した

人の割合は合計して 82.895%であり有意な回答の偏り
であった(χ2(1, N = 304) = 131.579, p < .001)。次に、
中学生の時点でスクールカーストを知っていたと回答

した人の割合は 47.006%であり、有意な回答の偏りで
はなかったが(χ2(1, N = 334) = 1.198, n.s.)、現在の
時点でスクールカーストを知っている割合は 85.030%
であり、有意な回答の偏りであった(χ2(1, N = 334) = 
163.940, p < .001)。つまり、8割以上の青年は中学校
生活の中でグループ間地位格差があり、現在ではスク

ールカーストという言葉も認知していることがわかっ

た。 
グループ間・内の地位との関連性 次に、中学生の

頃のグループ間・グループ内の地位と「スクールカー

スト」の認知（中学生の時点と現時点）との関連を検討

した。その結果、有意な相関はみられなかった(rs 
< .048, n.s.)。つまり、スクールカーストの認知度は中
学生時代にどのような地位のグループに属していたか、

グループの中でどのような地位にいたかは関係ないと

いうことがわかった。 
スクールカーストへの嫌悪感、グループ間地位

格差に対する否定的態度、感情温度との関連

中学生の頃のグループ間の地位とグループ内の地

位、SDO がスクールカーストへの嫌悪感、グループ間
地位格差に対する否定的態度、2 種類の感情温度の
それぞれとどう関連するかを検討するために、重回帰

分析をおこなった(Table 3)。その結果、スクールカー
ストへの嫌悪感に対しては平等主義志向性が有意な

正の関連を示し(β = 238, p < .001) 、グループ間地位
格差に対する否定的態度に対しては集団支配志向性、

平等主義志向性が有意な関連を示した(順に β = 
－.127, p < .05; β = .409, p < .001)。つまり、集団間
の平等を支持する者ほどグループ間地位格差とスクー

ルカーストに対しネガティブに捉え、集団間の階層関

係を支持する者ほどグループ間地位格差をポジティブ

に捉えていることがわかった。 
そして、低地位グループの特徴への感情温度に対

してはグループ間の地位が有意な負の関連を示し(β =
－.158, p < .05)、高地位グループの特徴への感情温
度に対しては集団支配志向性、平等主義志向性が有

意な正の関連を示した(順に β = .150, p < .05; β 
= .165, p < .05)。つまり、中学生の頃に高地位グルー
プにいた者ほど低地位グループの特徴に対してネガ

ティブであり、集団間の平等を支持する者・集団間の

階層関係を支持する者ほど高地位グループの特徴に

対してポジティブであったことがわかった。 
さらに、詳細に低地位グループに対する印象を検討

するため、低地位グループの特徴への感情温度から

高地位グループの特徴への感情温度の点数を差し引

いた差得点の変数を作成した。この変数の得点が高い

者ほど相対的に低地位グループに対してポジティブな

イメージをもつことを意味する。Table 3 と同様の独立
変数、差得点の変数を従属変数とした重回帰分析を行

った結果、グループ間地位が有意な負の関連を示し(b 
= －1.713, SE = .751, β = －.158, p < .05)、集団支
配志向性も有意傾向の負の関連を示した(b = －
1.903, SE = 1.090, β = －.119, p < .10)。つまり、中
学生の頃に高地位グループにいた者や集団間の階層

関係を支持する者ほど相対的に低地位グループの特

徴に対してネガティブであることがわかった。 

生はスクールカーストに対してネガティブに振り返って

いる一方で、高地位グループだった大学生はポジティ

ブに捉えると同時にネガティブにも捉えて学校生活を

振り返っている。しかし、インタビューのダイアログには

スクールカーストという言葉が確認できず、低地位・高

地位グループの生徒がスクールカーストをどう捉えて

いるかも十分には明らかではない。そこで本研究では

スクールカーストはポジティブもしくはネガティブに捉

えられているのか、またグループの地位や SDO によ

ってそのイメージが変化するのかも検討する。 
本研究の目的

本研究の目的を整理すると以下の 3 つである。第 1
にスクールカーストという言葉がどれだけ青年の間で

認知されているのかを検討する。第 2 に、青年がスク
ールカーストをどのように捉えているのか、グループの

地位やSDOによってどのように変化するのかを明らか
にする。第3に、青年におけるスクールカーストの中の
低地位グループに対する偏見をグループの地位や

SDOの視点から検討する。

方法

調査協力者と手続き

北海道の専門学生・大学生 347名(女性 = 151名, 
Mage = 19.855, SD = 2.857, Range = 18―61)であっ
た。専門学校・大学の授業時間を活用して質問紙を配

布した後に講義時間内に回収した。回答に要した時間

は 5―15 分であった。なお、本研究は調査協力者が
中学生であったころとスクールカーストがメディアに登

場した時期を合わせるために、26 歳以上の調査協力
者の回答を除外した。 
質問項目と質問紙の構成

質問紙の構成 質問紙は表紙を含め A4 用紙に片
面印刷したものの 4 枚つづりであり、無闇にページを
捲らないように教示した。 
デモグラフィック項目 年齢と性別の回答を求めた。 
感情温度 偏見の指標として先行研究(藤崎, 2013；
貴島他, 2017; 鈴木, 2012)をもとに高地位グループの
生徒の特徴 4 項目(「面白いことが言える人」、「リーダ
ーシップがある人」、「ファッションに気をつかっている

人」、「自己主張が強い人」)と低地位グループの特徴 4
項目(「人と話すときに少しおどおどする人」、「地味な
人」、「読書が好きな人」、「学校の行事に対して興味が

無さそうな人」)の記述を作成し、それらの人物像に対し、
0℃(冷たい、好ましくない)―100℃(温かい、好ましい)
で感情温度を測定した。温度計を模したイラストに温度

が指し示す大まかな位置を書き入れ、横にその温度を

記入してもらった。 

杉浦・坂田・清水(2014)の改訂版・社会的支配
志向性尺度 22項目(強く反対する―強く賛成するの 7
件法)を測定した。下位尺度 2)は集団支配志向性(ω = 
870, M = 4.273, SD = 0.916)と平等主義志向性(ω 
= .855, M = 5.182, SD = 0.925)であった。 
グループ間地位格差の有無 中学生のころを想起し

てもらい、グループ間に上下関係があったかを尋ねた。

回答方法は貴島他(2017)に倣い、「あった」、「あった
かもしれない」、「なかった」で回答を求めた。分析する

際に「あった」と「あったかもしれない」の回答を合計し

た。 
グループ間地位格差に対する否定的態度 「中学生

のころの、クラス内でのグループ間の上下関係につい

て質問します」と教示し、2 項目(「グループ間の上下関
係があるのは良くないことだと思う」、「グループ間の上

下関係が存在しなければ楽だと思う」)の回答を 5 件法
(そう思わない―そう思う)で尋ねた(r = .410)。 
グループ間とグループ内の地位 自分が1番関わり

のあったグループについて水野・太田(2017)を参考に
5 件法(そう思わない―そう思う)で尋ねた。まず、グル
ープ間の地位を 2 項目(「私の所属していたグループ
はクラスの中心的な存在だった」、「私の所属していた

グループはクラスで人気だった」)で尋ねた(r = .888, 
M = 2.635, SD = 1.300)。また、グループ内の地位も
2 項目(「私は自分のグループの中では中心的な存在
だった」、「私は自分のグループの中では人気だっ

た」)で尋ねた(r = .820, M = 2.810, SD = 1.148)。な
お、グループがなかった場合は「グループに所属して

いなかった」と回答できるようにした。グループに所属

していなかった者、グループ間地位格差の質問に「な

い」と回答した者の回答は欠損値として処理した。 
スクールカーストの認知とスクールカーストへの嫌

悪感 中学生の頃と現在において、スクールカーストを

知っているかどうかを「はい」「いいえ」で回答を求めた。

次に、スクールカーストの定義を「グループ間の上下

関係」と教示した上で、栗田(2015)の形容詞対 7 項目
(良い―悪い、つめたい―あたたかい、感じの悪い―
感じの良い、明るい―暗い、好ましくない―好ましい、

嫌い―好き、親しみやすい―親しみにくい)を用い SD
法によってスクールカーストへの嫌悪を 7 件法で回答
を求めた(ω = .879)。これらの質問項目は質問紙の最
終頁に配置した。 

 
結果

尺度構成と記述統計

感情温度 感情温度は2因子構造を想定して項目を
作成したこと、固有値は 2.361、1.568、1.035 と推移し
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Table 2 感情温度、グループ間地位格差に対する否定的態度、スクールカーストへの嫌悪感の基礎統計量と中点との差 
 平均 標準偏差 理論的中点 差の検定 

スクールカーストへの嫌悪感 5.422 0.944 4.0 p＜.001 
グループ間地位格差に対する否定的態度 3.752 0.949 3.0 p＜.001 
感情温度(低地位グループの特徴) 54.909 12.721 50.0 p＜.001 
感情温度(高地位グループの特徴) 66.618 12.491 50.0 p＜.001 

 

 
 

考察

結果のまとめ

本研究の目的はスクールカーストという言葉がどの

程度、青年の間で認知されているか、青年がスクール

カーストをどのように捉え、それがグループの地位や

SDO によってどのように変化するか、青年におけるス

クールカーストでの低地位グループへの偏見をグル

ープの地位や SDOの視点から検討することだった。 
調査の結果、スクールカーストという言葉は8割以上

の青年が認知していた。また、中学生の時点でスクー

ルカーストという言葉の認知は半数以下であったが、

グループ間の地位格差については 8割以上の青年が
「あった(かもしれない)」と回答していた。そして、青年
は全体的にはスクールカーストをネガティブに捉えて

おり、特に現時点でスクールカーストを認知している者

ほどよりネガティブに捉えていた。最後に、中学生の頃

の高地位グループにいた者ほど低地位グループの特

徴をもつ人物に対してネガティブに捉え、集団支配志

向性をもつ者ほど相対的に低地位グループの特徴を

もつ人物に対してネガティブに捉えていた。 
スクールカーストの認知率およびグループ間の

地位格差の認知

中学生の時点ではスクールカーストという言葉は半

数しか認知していなかったが、グループ間に地位格差

があった、もしくはあったかもしれないと大多数の者が

答えており、さらに現時点は大多数がスクールカースト

という言葉を認知していた。つまり、調査協力者が中学

生の頃には推定で 3―6年前であり、スクールカースト
という言葉は書籍で記されはじめたため、約半数が認

知していたことになる。また、スクールカーストという言

葉を知らずともグループ間に地位格差があるということ

は十分に認識していた。この点は貴島他(2017)を支持
する結果となった。そして、現在ではスクールカースト

という言葉はテレビやネットでも散見されるようになった

ため、大多数の者が認知していたと考えられる。これら

の結果から、スクールカーストという言葉は少なくとも青

年の中では十分認知されている言葉だということが明

らかとなった。 
また、中学生の頃のグループ間・内の地位とそれぞ

れの時点での認知は有意な関連を示さなかった。すな

わち過去、自身がスクールカーストの中の地位に関わ

らず、スクールカーストは多くの青年にとって認知され

ている言葉だったということだろう。このことから、スクー

ルカーストに関する実証的知見が少ない現状では、ス

クールカーストにおける学校でのさまざまな問題は実

証的知見ではなく、個人の経験もしくはベテラン教師

や評論家の経験的指摘に基づく理解がなされ、語られ

る可能性が高いと考えられる。そのため、スクールカー

ストをより正確に理解し、教育上の問題に対処していく

ためにも実証的知見の蓄積が望まれるだろう。 
スクールカーストに対する捉え方

スクールカーストという言葉やグループ間地位格差

はネガティブ寄りに捉えられていた。さらに、中学校時

Table 3 スクールカーストへの嫌悪感、グループ間地位格差に対する否定的態度、感情温度を従属変数とした重回帰分析の結果 
 嫌悪感 否定的態度 感情温度(高地位) 感情温度(低地位) 
 b SE β b SE β b SE β b SE β 
グループ間の地位 -.066 .049 -.090   -.002 .045 -.003    -.087 .633 -.009  -1.567 .684 -.158* 
グループ内の地位 .029 .057 .035   .021 .052 .026    -.713 .730 -.068  -.356 .783 -.032  
平等主義志向性 .249 .069 .238** .430 .064 .409*** 2.214 .904 .165* 1.362 .983 .093  
集団支配志向性 -.033 .070 -.031   -.135 .065 -.127*   2.040 .923 .150* .049 .994 .003  

N 232 236 231 231 
R 2 .072** .206*** .041* .041* 

*** p < .001 ** p < .01 * p < .05 
注) b = 非標準化偏回帰係数, SE = 標準誤差(b), β = 標準化偏回帰係数 
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代自身のグループの地位とスクールカーストやグルー

プ間の地位格差に対する捉え方は関連しなかった。鈴

木(2012)の大学生に対するインタビューでも、高地位
グループの生徒はスクールカーストをポジティブなも

のとして捉えている一方で、リーダーシップやユーモ

アの発揮に対してプレッシャーを感じており、ネガティ

ブなものとしても捉えている。このような要因から、大半

の者はグループ間の地位に関係なくスクールカースト

をややネガティブに捉えられていたのだろうと考えら

れる。 
また、スクールカーストへの嫌悪感とグループ間地

位格差に対する否定的態度はそれぞれ平等主義志向

性と正の関連を示し、グループ間地位格差に対する否

定的態度のみ集団支配志向性と負の関連を示した。こ

れは、スクールカーストという言葉やグループ間地位

格差は、グループ間の不平等な関係性であるからだろ

う。スクールカーストへの嫌悪感とグループ間地位格

差に対する否定的態度は高い相関を示したが、スクー

ルカーストへの嫌悪感ではなくグループ間地位格差に

対する否定的態度が集団支配志向性と関連した可能

性の 1 つとして、以下のことが考えられる。それは、測
定項目で形容詞によるポジティブ・ネガティブの抽象

的なイメージではなく、「ない方がいい」や「存在しなけ

れば楽」という具体的なグループ間地位格差に対する

否定的態度(価値観)を測定していたことが起因してい
るのかもしれない。これらの結果と水野・太田(2017)の
結果を合わせると、中学生だけでなく、青年でも

SDO(特に集団支配志向性)が高い者ほどスクールカ
ーストのような学級内の集団間階層構造を支持するこ

とが明らかとなった。すなわち、スクールカーストと

SDOの関連性はより広い年齢層で支持されることであ
り、教師もSDOが高いとスクールカーストを支持するこ
とが示唆され、スクールカーストを低減させるには教師

の SDOが重要になる可能性も考えられる。 
高地位・低地位グループの特徴に対する評価

先行研究で記述された高地位・低地位グループの

特徴を収集し、偏見の指標としてこれらに対する印象

を感情温度によって測定した。全体的な傾向として、高

地位・低地位グループの特徴とも肯定的に捉えられて

おり、因子間相関は中程度の相関もみられた。このこと

は、青年にとって活発でユーモアがある高地位グルー

プの特徴だけでなく、消極的で大人しい低地位グルー

プの特徴も肯定的に捉えられるということを表し、どの

ような人物に対しても全体的にポジティブな印象を抱

いた結果だろう。 
そして、中学生の頃にグループの地位が高かった

者は低地位グループの特徴に対してネガティブに評

価した。鈴木(2012)のインタビューからも、中学生の高
地位グループの生徒は低地位グループの生徒に対し

て卑下的な態度を取ることが明らかとなっている。つま

り、本研究の知見から、スクールカーストにおいて高地

位グループの生徒はスクールカーストの中だけではな

く、その後も低地位グループの生徒の特徴をもつ人物

に対してよりネガティブな印象を抱く可能性を示唆して

いる。 
次に、SDO のうち集団支配志向性が高い者ほど高

地位の特徴に対してより肯定的に捉えていた。高地位

の特徴の項目は学校中で高地位グループの人物の特

徴から作成されたので、集団間の格差を肯定的に捉え

る者ほど、高地位グループの人物に対してより肯定的

だったと考えられる。また、平等主義志向性は高地位

に対する感情温度と正の関連を示した。感情温度の項

目がリーダーシップなど高地位グループの肯定的な側

面も測定していたため、このような結果が得られた可能

性も考えられる。 
相対的な低地位グループの特徴に対する感情温度

に対しては、グループ間の地位が負の関連を示しただ

けでなく、集団支配志向性も有意傾向だが負の関連を

示した。鈴木(2012)のインタビューのほかにも、高地位
グループの中学生ほど集団間格差を直接的に肯定す

る集団支配指向性が高いことが明らかにされた(水野・
大田, 2017)。SDO は偏見などのネガティブな態度を

予測することから、これらの知見と本研究の結果を合わ

せると、スクールカーストという学校内の地位格差の環

境においては、高地位グループの成員がもつ低地位

グループに対する偏見が示唆されたと考えられる。こ

れらの結果からも、スクールカーストにおける偏見を示

唆できたのではないかと思われる。 
しかし、本研究で作成した 2種類の感情温度は全体

的に得点が高く、因子間相関は正の相関を示した。こ

のことから、どのような人物であっても全体的にポジテ

ィブな印象を持たれている傾向にあること、さらに評定

者間でポジティブ・ネガティブのどちらかに評定するか

が偏ること、十分に高地位と低地位の特徴を弁別し反

映しきれなかった可能性が考えられる。今後は、感情

温度の項目の精緻やほかの手法を用いて偏見を測定

することが求められるだろう。例えば、顕在的測定なら

非人間化(dehumanization)が考えられ、潜在的方法
なら試筆版の潜在連合テスト(IAT)や FUMIE テスト

(Mori, Uchida, & Imada, 2008)が考えられる。 
本研究のまとめと展望

本研究によって、青年はスクールカーストを広く認知

していることが明らかとなった。また、中学生の頃のグ

ループや集団間の格差関係に対する態度に関わらず

Table 2 感情温度、グループ間地位格差に対する否定的態度、スクールカーストへの嫌悪感の基礎統計量と中点との差 
 平均 標準偏差 理論的中点 差の検定 

スクールカーストへの嫌悪感 5.422 0.944 4.0 p＜.001 
グループ間地位格差に対する否定的態度 3.752 0.949 3.0 p＜.001 
感情温度(低地位グループの特徴) 54.909 12.721 50.0 p＜.001 
感情温度(高地位グループの特徴) 66.618 12.491 50.0 p＜.001 

 

 
 

考察

結果のまとめ

本研究の目的はスクールカーストという言葉がどの

程度、青年の間で認知されているか、青年がスクール

カーストをどのように捉え、それがグループの地位や

SDO によってどのように変化するか、青年におけるス

クールカーストでの低地位グループへの偏見をグル

ープの地位や SDOの視点から検討することだった。 
調査の結果、スクールカーストという言葉は8割以上

の青年が認知していた。また、中学生の時点でスクー

ルカーストという言葉の認知は半数以下であったが、

グループ間の地位格差については 8割以上の青年が
「あった(かもしれない)」と回答していた。そして、青年
は全体的にはスクールカーストをネガティブに捉えて

おり、特に現時点でスクールカーストを認知している者

ほどよりネガティブに捉えていた。最後に、中学生の頃

の高地位グループにいた者ほど低地位グループの特

徴をもつ人物に対してネガティブに捉え、集団支配志

向性をもつ者ほど相対的に低地位グループの特徴を

もつ人物に対してネガティブに捉えていた。 
スクールカーストの認知率およびグループ間の

地位格差の認知

中学生の時点ではスクールカーストという言葉は半

数しか認知していなかったが、グループ間に地位格差

があった、もしくはあったかもしれないと大多数の者が

答えており、さらに現時点は大多数がスクールカースト

という言葉を認知していた。つまり、調査協力者が中学

生の頃には推定で 3―6年前であり、スクールカースト
という言葉は書籍で記されはじめたため、約半数が認

知していたことになる。また、スクールカーストという言

葉を知らずともグループ間に地位格差があるということ

は十分に認識していた。この点は貴島他(2017)を支持
する結果となった。そして、現在ではスクールカースト

という言葉はテレビやネットでも散見されるようになった

ため、大多数の者が認知していたと考えられる。これら

の結果から、スクールカーストという言葉は少なくとも青

年の中では十分認知されている言葉だということが明

らかとなった。 
また、中学生の頃のグループ間・内の地位とそれぞ

れの時点での認知は有意な関連を示さなかった。すな

わち過去、自身がスクールカーストの中の地位に関わ

らず、スクールカーストは多くの青年にとって認知され

ている言葉だったということだろう。このことから、スクー

ルカーストに関する実証的知見が少ない現状では、ス

クールカーストにおける学校でのさまざまな問題は実

証的知見ではなく、個人の経験もしくはベテラン教師

や評論家の経験的指摘に基づく理解がなされ、語られ

る可能性が高いと考えられる。そのため、スクールカー

ストをより正確に理解し、教育上の問題に対処していく

ためにも実証的知見の蓄積が望まれるだろう。 
スクールカーストに対する捉え方

スクールカーストという言葉やグループ間地位格差

はネガティブ寄りに捉えられていた。さらに、中学校時

Table 3 スクールカーストへの嫌悪感、グループ間地位格差に対する否定的態度、感情温度を従属変数とした重回帰分析の結果 
 嫌悪感 否定的態度 感情温度(高地位) 感情温度(低地位) 
 b SE β b SE β b SE β b SE β 
グループ間の地位 -.066 .049 -.090   -.002 .045 -.003    -.087 .633 -.009  -1.567 .684 -.158* 
グループ内の地位 .029 .057 .035   .021 .052 .026    -.713 .730 -.068  -.356 .783 -.032  
平等主義志向性 .249 .069 .238** .430 .064 .409*** 2.214 .904 .165* 1.362 .983 .093  
集団支配志向性 -.033 .070 -.031   -.135 .065 -.127*   2.040 .923 .150* .049 .994 .003  

N 232 236 231 231 
R 2 .072** .206*** .041* .041* 

*** p < .001 ** p < .01 * p < .05 
注) b = 非標準化偏回帰係数, SE = 標準誤差(b), β = 標準化偏回帰係数 
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スクールカーストを否定的に捉える一方で、中学生の

頃に高地位グループにいた青年や集団間の格差関係

に対して肯定的な態度をもつ青年は低地位グループ

に属するような人物に対して否定的な印象をもつことも

明らかとなった。すなわち一部の青年は、スクールカ

ーストという階層構造自体を否定的に捉えておきなが

ら、その一方で、その中で低地位になり得る人物に対

しても否定的になるというダブルスタンダードな態度を

もつことが示唆された。 
最後に本研究の限界点と展望を述べる。まず、本研

究は青年を対象とした回顧的調査であるということであ

る。そのため、本研究の知見をどこまで中学生のスク

ールカーストの問題へと一般化できるかは難しい。学

校で中学生に本研究と同様の項目を尋ねることは倫理

的に難しいかもしれないが、オンライン調査モニタを用

いるなどの方法(Iimura, & Taku, 2018; 森永・坂田・
古川・福留, 2017)によって中学生を対象にスクールカ
ーストの認知や高地位・低地位グループに対しての印

象・偏見を検討することが必要だろう。また、本研究に

おける高地位・低地位グループの特徴は先行研究の

尺度やインタビューのデータから想定したものであり、

現在の中学生の間での高地位・低地位グループの特

徴とどれだけ一致するかは不明確である。そのため、

この点も中学生を対象にした調査から明らかにする必

要があるだろう。 
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Visibility and Image of “School caste" and Prejudice toward High/Low- 
Status Peer Group among Youth:  

Inter-peer group status and Social Dominance Orientation  
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 “School caste”, defined as the hierarchy among peer groups has been widely used in many social media plat-

forms such as TV, internet or book.  However, there are few empirical studies about school caste.  This study 
examined the followings, (1) how many youths recognize the presence of school caste, (2) what are their impression 
of school caste, and (3) whether they feel prejudice toward high/low-status peer group within school caste.  The 
result showed over 80% of the youths recognized the presence of school caste and most of them perceived school 
caste negatively but viewed high/low-status peer group positively.  Moreover, SDO-E (i.e., social dominance orien-
tation-Egalitarianism, a sub-dimension of social dominance orientation) negatively correlated with impression of 
school caste.  In addition, having higher SDO-D (i.e., social dominance orientation-Dominance, the other 
sub-dimension of SDO) and also those who used to belong to the high-status peer group in middle school had a 
negative feeling toward the low-status peer group.  The present result suggested that how the youths perceive 
school caste and high/low-status peer group. 

  
 
Keywords: school caste, peer status, peer relationships, retrospective research, social dominance orientation. 
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